
レディーミクストコンタ)―卜配ノ含il千画書
NO.

2026年 4月 1日

合田産業株式会社 福山工場
広島県福山市箕沖町64番地

TEL:084-959-6383・ FAX: 084-959-6384

酉己合計画者名 森 康 一

工 事 名 称

所   在   地
納 入 予 定 時 期

本配合の適用期間
3月 11日 ～6月 10日 、9月 21日 ～12月 10日

(標準配合 )
コンクリートの打込み箇所

配 合 の 設 計 条 件

呼び方

コンクリー トの
種類による記号

呼び強度
スランフ
°
又 |まスランフ

°
フコー

Cm

粗骨材の最大寸法
lllm

セメントのオ重類
による記号

普通 24 8 40 BB

]

ノ

ユ

ヨ

|

垂

（必
須
）

セ メ ン ト の 種 類 呼び方欄に記載 粗 骨 材 の 最 う人
~

曇 喝 に

骨 材 の 種 類 使用材料欄に記載
ア ル カ リ シ リ カ 反 応

抑 制 対 策 の 方 法

BB

雷曾

料欄 に | コンクリートの 里

舎南装コンクリートの藍 !方イ コ ン ク リ ー トの 温 度 一 ℃

の 重    : 買 使用材料欄に記載 ン 60°/O

び使用量 使用材料及び配合表欄に記載 の
雨
く 豆の 上 鵞 ―kg/♂

塩 化 物 含 有 量 ―kg/ゴ 以下 単 ヤゞゥ 灰は目標値の上限 一kg/1ゴ

呼び強 を保証す る ロ 一 日
流動化後のスランプ又はスランプフローの増大量

~~Cm
空 ― %

使 用 材 料

セ メン ト生産者名 太平洋セメント株式会社 密凄 3.04 Na20 eq %

混和材①
製品名 種 類 密度 g/誘

Na20 eq

%混和材②

種  類 産 地 又 は 品 名
ン)カ 性ヽ る至分粒の大きさ

の範囲

微粒分量の

範囲%試験方法 絶 乾 碁

C 砕砂 愛媛県今治市大三島町肥海 A 化学法 5以下 2.80 2.59 2.64 7.0± 2.0

② 砕砂 (石灰 ) 大分県津久見市上青江 A モルタルバー法 5以下 2.80 2.63 2,66 7.0± 2.0

C
畑 C 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (2010) A 化学法 20-10 7.00 2.72 0.5± 0.5

② 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (1505) A 化学法 15-5 6.30 2,72 0.5± 0.5

⑥ 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (4020) A 化学法 40-20 7.95 2.72 0.5± 0.5

C
混和剤①

製品名

マイティ1000S

種 類

AE減水剤 (標準形 I種 )
Na20 eq

%

0.9

混和剤②
混和 ;

細骨材の塩化物量 % 水の種類 上水道水 1回収水(上澄み水) 目標
"ッ

デ固形分率 %
回収骨材の使用方法 細 骨 材 粗 骨 材 スラッデ水卿 方法

配  合  表  kg/督

セメント
混 和 材

水
細  骨  材 粗    骨   材 混   和   剤

) (2) ) ( ( (3)

276 160 333 500 373 318 370 2.62

水 セ メ ン ト比 58.0% 水 結 合 材 比 ― % 細 骨 材 率 44.6%

骨材の質量配合割合,混和剤の使用量については,断りなしに変更する場合がある。
JIS該 当品備 考



配合計算書
配 合 の 設 計 条 件

セメントの種類
による記号呼び強度

スランフ
°
又イまスランフ

。
フコー

Cm

粗骨材の最大寸法
Il皿

の
号
卜
記
一
る

り

よ

ク

に
ン
類
コ
種

BB
呼 び方

普通 24 8 40
の 呼び方欄に記載セ メ ン ト の 種 類 呼び方欄に記載

使用材料欄に記載
応

法
反
方
カり

の

シ
策
り

対

カレ
エ市

ア
抑

BB
]

ツ

]

ヨ

章

（必
須
）
骨 材 の 種 類

t 量コンクリートのギ郭
'小

∝
"印

駒)ン,カ
― ℃晏 コ ン ク リ ー トの

60%の 使用材料欄に記載 ン

帥 こ記 載 の 上の ―kg/だ昆和材料の種類及び使用量 使用材料及び配合表
'

目 ―kg/だ塩 化 物 含 有 量

「
一 日呼 び を保証す る

軋 ― % 流勘化後
のスランプ又はスランプフIユーの増大量

（任
立思
）

指
せ
≡
項

10.0V1 |タ l係数 十V

(2)配合強度 (m)

= 1.250
2・ V

α 1

100

よって m=30.O N/Ш■2
m=α l× SL=1.250× 24=30.ON/紆
1-

一一
〓

ｍ
Ｃ

-13.21+25.22× C/W
25,22■ (30.0+13.21)× 100=58.0%≦ 【60%(上限値)】

∴W/C=58.0 %

(3)水セメン ト比 (W/C)
W/

W E= 1604 1単イ立水 量 | 当工場 の冥績)

(5)単位セメント量 (C) C =W■  (W/C)× 100= 1
Cv=C■ 密

二
・
〓

６０
度
58.0 × 1
276 →1 3.

６７

１

９
，

９

〉

一一
〓

０

４

０

０

kg/コざ
ゼ/♂

6 1空気量 (AI A=4.5 × 1000 = 45    ″

Ｇ

Ｇ

Ｇ

一一
一一
〓

Ｖ
　
Ｖ
　
Ｖ

ｌ

９
，
３

Ｇ

Ｇ

Ｇ

v × 35.
v × 30.
v × 35,

一一
一一
〓

％

％

％

０

０

０

137

117
136

／

／

／

ゼ

″

″

３ｍ
３ｍ
３ｍ

さ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ｖ

ｌ

２

３

=G lv× 表乾密
=G2v× 表乾密
=G3v× 表乾密

一一
一一
〓

度
度
度

137 × 2,
117 × 2.
136 〉( 2.

一一
一一
一一
一一
〓

率

００
７２
７２
７２

61,0
390
373
318
370

%
″/だ
kg/だ
kg/だ
kg/だ

容積実績により か(7)単位粗骨材量 (G)碧 工場の =0.640だ /歪    実積
0,640× 1000× 61.0■ 1

(8)単位細骨材量 (S)
S lv = Sv × 40.0
S2v = Sv × 60,0

６

８

０
る
　
０
０

一一
〓

％

％

=1000-(W+Cv+G
″/♂   Sl= S lv× 表
ゼ/♂   S2=S2v× 表ｖ十Ａ，嬢嬢

一一
一一
〓

000 -- 6
26× 2.

３

３

５

一一
一一
〓

６

４

６

８

６

６

14
33
00

ゼ/ゴ
kg/だ
kg/だ

Sv

88 × 2.
Gvtt S v × 100=44.69 1糸田ギ許オ髯重| S/ /al SvS a

276 × 0,950 = 2.6210 1単位 昆不ロデ Ad=C×A

配  合  表  kg/♂
混 和 材 細  骨  材 粗    骨    材 混   不日   斉J

(1) (2) ③(1: ( ⊃
水

(1) (2) ① _29 9
セメント

333 500 373 318 370 2.62276 160

水セメン ト比 58.0% 細 骨 材 率 44.6% 骨材混合
比

(容積混合)
砕砂 :石灰砕砂=40:60
砕石2010:1505:4020=35:30:35

備 考



レディーミクストコンタ)―卜配合計画書
NO。

2026年 4月 1日

合田産業株式会社 福山工場
広島県福山市箕沖町64番地

TEL:084-959-6383・ FAX: 084-959-6384

配合計画者名 森 康=
工 事 名 称

所   在   地
納 入 予 定 時 期

本配合 の適用期間
6月 11日 ～9月 20日

(夏期修正標準配合 )
コンクリートの打込み箇所

配 合 の 設 計 条 件

呼 び方

コンクリー トの
種類による記号

呼び強度
スランフ
▽
又イまスランフ

▽
フロー

Cm

粗骨材 の最大寸法
41m

セメントの梃尊妄
イこよる記号

普通 24 8 40 BB
J

ノ

]

ヨ

子

記

（必
須
）

セ メ ン ト の 量 とこ 粗 骨 材 の 最 大 寸 法 呼び方欄に記載

骨 材 の 種 類 使用材料欄に記載
ア ル カ リ シ リ カ 反 応

抑 制 対 策 の 方 法

BB

雷曾

墨 .の と ―kg/■

舗装ヨンクリートの i :方 : コ ン ク リ ー トの 温 度 ― ℃

の 重 霊 に 水セメントケ灘ア秋臓櫛解斗悦の酎珈望辻恨 60%
屁和材料の種類及び使用量 使用材料及び配合表欄に記 E 蛇単位水量の 目標値 の上限 ―kg/ュf
塩 化 物 含 有 量 ―kg/♂ 以下 目

呼び強度 を保証す る材齢 一 日
流動化後のスランプ又はスランプフローの増大量

~C皿
空

〓
軋 ― %

使 用 材 料

セ メン ト生産者名 太平洋セメント株式会社 密度 g/爾 3,04 a20eq%
混和材①

製品名 種 類 密度 g/∬
Na20 eq

%混和材②

種  類 産 地 又 は 品 名
iじ 々 微粒分量の

範囲%武 | ア
に

お 和 表 乾

① 砕砂 愛媛県今治市大三島町肥海 A 化学法 5以下 2.80 2.59 2.64 7.0± 2.0

② 砕砂 (石灰 ) 大分県津久見市上青江 A モルタルバー法 5以下 2.80 2.63 2.66 7.0± 2.0

③

畑 ① 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (2010) A 化学法 20-10 7.00 2,72 0.5± 0.5

② 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (1505) A 化学法 15-5 6.30 2.72 0.5± 0,5

③ 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (4020) A 化学法 40-20 7.95 2.72 0,5± 0.5

混和剤①
製品名

マイティ1000SR

種 類

AE減水剤 (遅延形 I種)
Na20 eq

%

1.0

混和剤②
混和剤③
細骨材の塩化物量 % の 1回収水 目お騨ラッデ固燐 °

/c

回収骨材の使用方法 細 骨 材 粗 骨 材 スラッデ水σメ吏用方法

配  合  表  kg/ぜ
セメント

混 和 材
水
細  骨  材 粗   骨   材 混    不日   斉J

9 (2) ( ) ( ③

276 160 338 500 373 318 370 3.15

水 セ メ ン ト比 58.0% 水 結 合 材 比 一 % 細 骨 材 率 44.6%
骨材の質量配合割合,混和剤の使用量については,断りなしに変更する場合があるe
JIS該 当品備 考



配合計算書
配 合 の 設 計 条 件

の
号
卜
記
一
る

ヅ

よ

ク

に
ン
類
コ
種 呼び強度

スランフ
ヤ
又イまスランフ

▼
フコー

Cm

粗骨材の最大寸法
41m

セメントの種類
による記号呼 び 方

普通 24 8 40 BB

長セ メ ン ト の 種 類 呼び方欄に記載 骨 材 の

使用材料欄に記載
応
法
反
方

カり

の

シ

策
り
封

カレ

止市

ア
抑

BB
寸
メ

I

ヨ

孝

畳

（必
須
）
骨 材 の 種 類

梯 る 使用材料欄にi 二載 軽量コンクリートの単位容積質量 ―kg/ュf
ンク の コ ン ク リ ー トの 温 度 一 ℃

水 の 種 類 に 水・とメント飛 ■哄ま湘能静机の目軸の上l艮 600/O

混和材料の種類及び使用量 使用材料及び配合表欄に記載 量の 目標 の位

この下l長又は日標値の上十 ―kg/ュf塩 化 物 含 有 量 ―kg/ポ 以下 単位セルヽ量の目標
び 来証 す る材歯 一 日

（任
意
）

垣
豊
墳

空 軋 皇 ― %
流珈ヒ後のスランプ又はスランプフローの増大量 ~~ Cm

〈1 |ク こ目1係数 (v イこ 10.0V

(2)酉己合強度 (m)

= 1.250
2・ V
1

α 1

100

よって m=30.O N/紆
m=α l× SL=1.250× 24=30,ON/■■2
1-

(3)水セメント比(W/C) m=-13.21+25.22× C/W
W/C=25.22■ (30,0+13.21)× 100=58,0%≦ 【60%(上限値)】

.・.W/C=58.0 %
4 1単位水 : 藝 | W } 当工場 の実績 によ り W=160 kg/ゴ

C tt W■ (W/C)× 100=160■ 58,0× 100=276
Cv=C■ 密度 =276■ 3.04=91

kg/コゞ
ゼ/ゴ

(5)単位セメン ト量 (C)

1窄気 量 |A A =4.5 × 1000 = 45   ゼ6

G lv
G2v
⊆13v

７

７

６

０
υ
　
”
■
　
つ
じ

一一
一一
〓

％

％

％

０

０

０

５

０

５

つ
０
　
つ
０
　
つ
０

×

×

×

Ｖ

　
Ｖ

　
Ｖ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

一一
一一
三

３ｍ
３ｍ
３ｍ

／

／

／

″

ゼ

″

Gl
G2
G3

Ｇ

Ｇ

Ｇ

一一
一一
〓

lv×表乾密
2v× 表乾密
3v× 表乾密

一一
一一
〓

度
度
度

０

・　
ハ
）
　
０
０
　
０
０
　
（
）

１

９

７

１

７

６

３

３

３

３

一一
一一
一一
一一
〓

率

００
７２

７２

７２

積
‐
２
．
２
．
２
．

実

■

×

×

×

０
，

７

７

６

１
■
　
０
じ
　
ヽ
■
　
つ
０

６

１

１

１

%
″/督
kg/♂
kg/ぜ
kg/♂

(7)単位粗骨材量 (G)当 工場の実績により かさ容積 =0.640ゴ /だ
Gv = 0,640 × 1000 ×

(8)単位細骨材量 (S)
S lv = Sv × 40.0
S2v = Sv × 60.0

一一
〓

％

％

Sv=1000-(Wtt Cv+Gvtt A)=100
126 ゼ/ぜ  Sl=S lv× 表乾密度 =126
188 〃/♂  S2=S2v×表乾密度 =188

９
留

９
，

×

×

一一
一一
〓

６

４

６

８

６

６

６

　

・
　

・

314
333
500

も
ｍ

３
ｍ

３
ｍ

／

／

／

ゼ

ｋ
ｇ

ｋ
ｇ

0

Gv+Sv × 100 =44,6| 9 }糸田ギ・材率 ( S aS a Sv■
Ad= × =3.15276 × 1.14010 1単在

配  合  表  kg/♂
混 和 材 細  骨  材 粗    骨   材 混   和   斉Jセメント 水

(1) (2) (1) ( D () 〔2) ①

160 333 500 373 318 370 3.15276

水セメン ト比 58,0% 細 骨 材 率 44.6% 骨材混合比
(容積混合) 35

砕砂 :石灰砕砂=40:60
砕石2010:1505:4020=35i30

備 考



レディーミクストコンタ)―卜配合計画書
NO.

2026年 4月 1日

合田産業株式会社 福山工場
広島県福山市箕沖町64番地

TEL: 084-959-6383 ・FAX:084-959-6384

配合計画者名 森 康一

工 事 名 称

所   在   地
納 入 予 定 時 期

本配合 の適用期間
12月 11日 ～ 3月 10日
(冬期修正標拳配合 )

コンクリートの打込み箇所

配 合 の 設 計 条 件

呼び方

コンク リー トの
種類 による記号

呼び強度
スランフ
V又
イまスランフ
マ
フロー

Cm

粗骨材の最大寸法
■lm

セメントの種類
イこよる記号

普通 24 8 40 BB
芋
赤

J

ヨ

子

乱

（必
須
）

セ メ ン ト の 種 類 呼び方欄に 党 粗 骨 材 の 最 大 寸 法 呼び方欄に記載

骨 材 の 種 類 使用材料欄に記載
ア ル カ リ シ リ カ 反 応

抑 制 対 策 の 方 法

BB

揮含
署己

酵 とこよる日 に 竪置己コンク|い .の単位容積質量 ―kg/だ

:コンク |の t

コ ン ク リ ー トの 温 度 ― ℃

の 使用材料欄に記載 水セメント

'灘
チミウ飾蛤財,と♂)目Ⅲ離のJ報 600/

混和材料の種類及び使用量 使用材料及び配合表欄に記載 の 目 の

塩 化 物 含 有 量 ―kg/ど 以下 単 一kg/1

呼 び こを′ F 一 日
流動化後のスランプ又はスランプフローの増大量

~Cm
亀 里 ― %

使 用 材 料

セ メン ト生産者名 太平洋セメン ト株式会社 密度 g/∬ 3.04 20e

混和材①
製品名 種 類 密度 g/爾

eq

%混和材②

ミヘ 種  類 産 地 又 は 品 名
ン), ,性 tる区 粒の大きさ

の範囲

粗粒率又は

鶏

を イ
(刀1: 微粒分量の

範囲%試験方法 絶

0 砕砂 愛媛県今治市大三島町肥海 A 化学法 5以下 2.80 2.59 2.64 7.0± 2.0

② 砕砂 (石灰 ) 大分県津久見市上青江 A モルタルバー法 5以下 2.80 2.63 2.66 7.0± 2.0

C
舶 C 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (2010) A 化学法 20′

‐V10 7.00 2.72 0.5± 0,5

② 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (1505) A 化学法 15-5 6.30 2.72 0.5± 0,5

⑥ 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (4020) A 化学法 40-20 7.95 2.72 0.5± 0.5

C
混和剤①

製品名

マイティ1000S

種 類

(標準形 I種 )
20 eq

%

0,9

混和剤②
混和剤③

細骨材の塩化物量 % 水の種類 上水道水 1回収水(上澄み水) 目標カッシ
ヾ
固形分率 %

回収骨材の使用方法 細 骨 材 粗 骨 材 スラッデ水σメ吏用方法

酉己
△
口 表  kg/♂

セメント
混 和 材

水
細  骨  材 粗    骨   材 混    和   斉J

(1 ) ) (2) ) ( ) (3)

276 160 333 500 373 318 370 2.10

水 セ メ ン ト比 58.0% 水 結 合 材 比 ― % 細 骨 材 率 44.6%
骨材の質量配合割合,混和測の使用量については,断りなしに変更する場合がある。
JIS該 当品備 考



配合計算書
配 合 の 設 計 条 件

呼 び方

コンクリー トの
種類による記号

呼び強度
スランフ
。
又|まスランフ

Ψ
フロー

Cm

粗骨材 の最大寸法
Ilm

セメントの種換
による記号

普通 24 8 40 BB
1

メ

】

ヨ

r

ミ

（必
須
）

セ メ ン ト の 呼び方欄に記載 粗 骨 材 の 最 大 寸 法 呼び方欄に記 i 魂

骨 材 の 種 類 使用材料欄に記載
ア ル カ リ シ リ カ 反 応

抑 制 対 策 の 方 法

BB

詈響

骨初¢駒硼ン,力例芯幽こよる区分 使用材料欄に記載 ク の 一kg/1ぜ

ク,―卜の コ ン ク リ ー トの 温 度 一 ℃

水   の イこ 水セメント齢 ■＼瞳判解斗脱の酎飾笠避報 60%
混 Я日材 鬼び使 イ吏月材料及び配合表欄に記載 単位水量の 目標値 の上限 ―kg/ュゴ

塩 化 物 含 有 量 ―kg/ど 以下 単位セメント量の日標値の下限又は日標値の上限

呼び強度 を保証す る材齢 一 日
流動化後のスランプ又はスランプフローの増大量

~~ Cm

空 気 塁

1 }ち V 工 の ξ に よ v = 10.0
(2)配合強度 (m)

1
= 1.250α l==

2,V
1-

100
m=α l× SL=1.250× 24=30.ON/紆

よって m=30.O N/m■2

(3)水セメント比(W/C) m=-13,21+25.22× C/W
W/C=25。 22■ (30,0+13.21)× 100=58,0%≦ 【60%(上限値)】

∴W/C=58.0 %
( 4 |と 工 の 写 に よ W= 160
(5)単位セメント量 (C) C=W■ (W/C)× 100=160■ 58.0× 100=276

Cv=C■ 密度 =276■ 3.04=91
kg/コざ
″/だ

( 6 1辺 A A=4.5 × 1000 = 45    ゼ
(7)単位粗骨材量(G)当 工場の実績により

G lv=Gv× 35,0%=137 ″/♂
G2v=Gv× 30,0%=117 ゼ/♂
G8v=Gv× 35,0%=186 〃♂

かさ容積 =0.640だ /だ    実積率
Gv=0.640× 1000× 61,0■ 100
Gl=G lv× 表乾密度 =187× 2。 72
G2=G2v× 表乾密度 =117× 2.72
G3=G3v× 表乾密度 =136× 2,72

61.0
390
373
318
370

%
ゼ/♂
kg/コぎ
kg/♂
kg/だ

(8)単位細骨材量 (S)
S lv = Sv × 40,0
S2v = Sv × 60,0

Sv=1000-(W+Cv+Gv+A)
%三 126 〃/だ   Sl=S lv× 表乾密度
%=188 ″/ピ  S2=S2v× 表乾密度

1000 - 686 = 314
126 × 2.64 = 333
188 × 2.66 = 500

″/だ
kg/コf
kg/コf

9 | 【 | s/al S a Sv Gv+Sv × 100 = 44.6
10 1羊 圭位 昆Я

'日
i A Ad=C× 登 =  276 × 0,760 2.10

配  合  表  kg/だ

セメント
混 和 材

水
細  骨  材 粗    骨    材 混   和   斉J

( ) (1) (2) D ( め 3) (1: (2) ①

276 160 333 500 373 318 370 2.10

水セメン ト比 58.0% 細 骨 材 率 44,6% 咋手～
す藩議准)'ヒ
(雛混合)

砕砂 :石灰砕砂 =40:60
石九十石 2010: 1505 :4020==35 : 30: 35

備 考


